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市町村名 那覇市

令和３年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-5 亜熱帯庭園都市の公園美化事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(2)-(ｴ)

　観光客受入体制の整備

担当部課名 都市みらい部　公園管理課
事業実施

（予定）年度
平成24～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(1)

事業内容
　観光客が快適に公園利用することで沖縄観光のサービス向上につながるように、観光地周辺における松山公園・漫湖公園トイレのバリアフリー
化や和式便器から洋式便器への整備、新都心公園内植栽樹木の剪定による樹幹形成や伐採を行い、快適な公園環境の創出やイメージアップを
図る。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

R1年度 R1年度（繰越） R2年度 R3年度 R3年度（繰越）

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 45,000 13,050 87,970

(b)予算現額 45,000 13,050 85,205

(c)増減額(b-a) 0 0 ▲ 2,765 0

(d)繰越額 20,000 0 0 53,285

A．計(b+d) 45,000 20,000 13,050 85,205 53,285

B．執行済額 24,986 18,843 12,982 31,920 53,285

うち交付金充当額 19,989 15,074 10,385 25,536 42,627

次年度繰越額 20,000 0 0 53,285 0

執行率（％）(B/A) 55.5% 94.2% 99.5% 37.5% 100.0%

予算の状況の説明
・R3年度は、工事発注時は想定していなかったアスベストの含有が既存建物に確認されたことから、請負業者によるアスベ
スト除却を含む便所整備工事を行うこととなったため繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R３活動目標（指標）

達成状況

R1年度（繰越） R2年度 R3年度 R4年度(繰越)

・便所整備工事の実施
　（漫湖公園2棟、松山公園1棟）

・植栽剪定業務の実施
　（実施場所：新都心公園）

目　標
便所整備
1棟実施

植栽剪定業務
1公園実施

便所整備3棟､
植栽剪定業務

1公園実施

便所整備
3棟実施

実　績 実施 実施
植栽剪定
業務実施

実施

達
成
状
況
説
明

便所整備工事3棟（漫湖公園、松山公園）を完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R３成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

目標値
（R4年度）

・便所整備工事100%完了（予定箇所総数15箇
所、令和2年度までの整備累計12箇所）

・植栽剪定100%完了（予定箇所総数11箇所、
令和2年度までの整備累計10箇所）

目　標
便所整備80%
完了､植栽剪
定90%完了

便所整備
100%完了、
植栽剪定
100%完了

便所整備
100%完了
植栽剪定
100%完了

便所整備
100%完了
植栽剪定
100%完了

実　績 完了
便所整備80%完了

植栽剪定完了 完了

【参考指標】
①トイレが整備されたことにより利便性が確保された
か、②観光地として、相応しい公園景観であると感じ
るか(満足度80%以上）を含め、観光客等へのアン
ケート調査により、本事業の在り方を検証する。

目　標
満足度80%

以上
満足度80%

以上
満足度80%

以上
満足度
80%以上

実　績 未実施 未実施 90%以上

進
捗
状
況
説
明

・便所整備工事を完了した。便所整備100%完了（予定箇所総数15箇所、令和3年度までの整備累計15箇所）
・新都心公園の植栽補植業務が完了した。植栽剪定100%完了（予定箇所総数11箇所、令和3年度までの整備累計11箇所）
・令和4年度にアンケート調査を行った結果、漫湖公園、松山公園ともに90%以上の利用者が使いやすい、綺麗と回答しており、また、観光
の魅力向上についても90%以上がそう思うと回答している。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

（便所整備工事の完了）
・トイレのバリアフリー化を行い、観光客の利便性を向上させた。

（植栽剪定業務の完了）
・新都心公園の植栽の補植を行い、公園の美観を向上させた。

(便所整備工事の完了）（植栽剪定業務の完了）
・適切な維持管理を行う。

今後の取り組み方針

 　今後も快適な公園環境の創出やイメージアップのため、適切な維持管理を継続して実施していく。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業費
（千円）

交付対象
事業費

交付対象
外経費

交付金
充当額

市町村
負担金

85,205 85,205 68,163 17,042 0

受益者との負担関係は妥当であるか。

〇 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

〇 支出先の選定方法は妥当か。 ○委託の業者選定は、本市の入札参加資格を有する業者を
一般競争入札により実施し妥当であったと考える。
○事業年度に見合った予算規模で適正であったと考える。
○費目、使途については、事業目的の観点から、必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認しており、
適正であった。

〇 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

-

那覇市
85,205千円

工事請負費
82,235千円

琉南建設株式会社
39,206千円

令和３年度漫湖公園
便所整備工事

株式会社 城建
43,029千円

令和３年度松山公園
便所整備工事

委託料
2,970千円

株式会社 ヨナハラ造園
2,970千円

令和３年度新都心公園
植栽補植業務
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市町村名 那覇市

令和３年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-6 福州園再整備事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第3章-3-(2)-(ｴ)

観光客受入体制の整備

担当部課名 都市みらい部　公園管理課
事業実施

（予定）年度
平成28～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ-1-(1)

事業内容
　県内唯一の中国式庭園である福州園は、大型旅客船バースが近くにあり外国人観光客も多く訪れる施設として期待されている。
　観光客を含めた福州園利用者数増加を目的として、夜間の景観演出等、各種イベント会場として使用するため施設に付加価値を付けた機能強化
としての再整備事業を行う。

効果発現年度 　　■当年度　　　　　　　　□後年度（　　　　年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

R1年度 R1年度（繰越） R2年度 R3年度 R3年度（繰越）

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 45,000 0 40,400 230,200

(b)予算現額 45,000 0 38,400 198,259

(c)増減額(b-a) 0 0 ▲ 2,000 ▲ 31,941 0

(d)繰越額 45,000 0 93,848

A．計(b+d) 45,000 45,000 38,400 198,259 93,848

B．執行済額 0 43,449 38,181 104,411 93,848

うち交付金充当額 0 34,759 30,544 83,528 75,078

次年度繰越額 45,000 0 93,848 0

執行率（％）(B/A) 0.0% 96.6% 99.4% 52.7% 100.0%

予算の状況の説明
福州園再整備工事（土木）において一部工法変更を行ったこと等により、31,941千円の減額となった。
R3年度は、新型コロナウィルス感染症の影響により世界的に半導体部品が不足し、本工事で使用する制御盤製作が遅延
することとなったため、繰越した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R3活動目標（指標）

達成状況

R1年度（繰越） R2年度 R3年度 R4年度(繰越)

第3期福州園再整備工事完了

目　標

実　績 完了 完了 一部完了 完了

達
成
状
況
説
明

第3期再整備事業（土木、電気、設備工事）を完了した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R3成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

　福州園再整備事業の完了
　（工事３件、監理業務１件）

目　標

実　績 50% 50%

工事３件、
監理業務１
件

目　標

実　績

目標値
（R4年度）

100%

58,364人

・第3期再整備事業を完了し、令和4年7月8日にリニューアルオープンした。
・利用者数について、令和4年度の目標値100,000人に対し、実績値58,364人となり、約58％の達成率となった。

　【参考指標】利用者数：100,000人

進
捗
状
況
説
明

工事６件
監理業務
２件

(100,000人) (100,000人)

第1期再整備
事業完了

第2期再整備
事業完了

第3期再整備
事業完了

第3期再整備
事業完了

工事２件、
監理業務１

件

工事6件、
監理業務2

件



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

（福州園再整備事業の完了）
・夜間の景観演出等、各種イベント会場として使用するため施設に付加価値を付
けた機能強化としての再整備事業の完了により、今後当該施設の活用に向け、
適切な維持管理を行う必要がある。

（利用者数）
・事業の繰越によりリニューアルオープンが7月となったこと、また、令和4年7月～
9月は沖縄県医療非常事態宣言の発出もありコロナ前の水準に戻っていないこと
から、目標値には達しなかったが、利用者数は順調に推移している。今後は目標
値達成のため誘客について、指定管理者と調整する必要がある。

（福州園再整備事業の完了）
・適切な維持管理を行う。

（利用者数）
・イベントの企画・開催や情報発信の強化により広報活動を行い、更なる利用
者数の増につなげる。

今後の取り組み方針

（福州園再整備事業の完了）
 　継続的に適切な維持管理を実施していく。

（利用者数）
　イベントの企画・開催や情報発信の強化により、広報・PR活動を継続して実施し、利用者数の増へつなげる。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

交付対象
事業費

交付対象
外経費交付金

充当額
市町村
負担金

198,259 158,606 39,653 0

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途
の
点
検
評
価

評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。
○委託の業者選定は、本市で選定した業者を一般競争入札

により実施しており、妥当であったと考える。
○事業年度に見合った予算規模で適正であったと考える。

○費目、使途については、事業目的の観点から、必要なもの
なのか等については額の確定時において検査、確認してお

り、適正であった。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

総事業費
（千円）

198,259

那覇市
198,259千円

工事請負費
196,554千円

（株）大宜見組
91,420千円

令和3年度福州園再整備工事
（土木）

（資）明光電気
36,063千円

令和3年度福州園再整備工事
（機械）

光電気工事(株)
69,071千円

令和3年度福州園再整備工事
（電気）

委託料
1,705千円

（株）設備研究所
1,705千円

令和3年度福州園再整備工事業務
委託（監理）



( ) (　 賃貸借実施 ) ( 賃貸借実施 ) ( 賃貸借実施 ) ( )

( ) ( 業務の完了 ) ( 業務の完了 ) ( 業務の完了 ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( 256万人 )

市町村名 那覇市

令和３年度(繰越)沖縄振興特別推進交付金事業(市町村分)検証シート【公表用】

事業番号
・事業名

1-18 第一牧志公設市場再整備推進事業 沖縄２１世紀ビジョン
基本計画該当箇所

第３章－３－（８）－イ

商店街・中心市街地の活性化と
商業の振興

担当部課名 経済観光部　なはまち振興課
事業実施

（予定）年度
平成26～令和3年度 沖縄振興基本方針

該当箇所
Ⅲ－１－（１）

事業内容
　第一牧志公設市場の再整備にあたり、再整備期間中、仮設市場において市場機能を維持することにより、賑わいの継続及び観光客の誘客を図
るため、仮設市場の賃貸借業務及び必要な商業支援を実施。

効果発現年度 　　□当年度　　　　　　　　■後年度(令和５年度）

実施方法  　 ■直接実施　　　　　■委託　　　　　□補助　　　　　□負担　　　　　□その他　（　　　）

予算額・
執行額

【単位:千円】

（「交付金」＋
「市町村負担」
ベース）

H30年度（繰越） R1年度 R2年度 R3年度 R3年度（繰越）

予
算
の
状
況

(a)当初予算額 - 251,142 162,512 149,944 -

(b)予算現額 - 153,881 162,512 149,944 -

(c)増減額(b-a) - ▲ 97,261 0 0 -

(d)繰越額 162,078 0 0 0 6,900

A．計(b+d) 162,078 153,881 162,512 149,944 6,900

B．執行済額 162,078 146,316 156,990 142,989 6,769

うち交付金充当額 129,662 117,052 113,758 114,391 5,415

次年度繰越額 0 0 0 6,900 0

執行率（％）(B/A) 100.0% 95.1% 96.6% 95.4% 98.1%

予算の状況の説明 　新市場の供用開始時期の遅延に伴い繰越した商業支援については、事業計画どおり執行した。

活動目標
（指標）

及び達成状況

R3活動目標（指標）

達成状況

H30年度 R2年度 R3年度 R4年度（繰越）

仮設市場賃貸借の実施

目　標 賃貸借実施 賃貸借実施 賃貸借実施

実　績 実施 実施 実施

商業支援業務等の実施

目　標 業務の実施 業務の実施 業務の実施 業務の実施

実　績 実施 実施 実施 実施

達
成
状
況
説
明

・仮設市場の賃貸借業務については、現年度内に令和３年度分を実施した。
・新市場の供用開始時期の遅延に伴い繰越した商業支援については、市場事業者に対する新市場への円滑な移転のため
の説明会や相談支援及び移転に向けた広報業務を実施した。

成果目標
（指標）

及び進捗状況

R3成果目標（指標）
基準値

（　年度）
R2年度 R3年度 R4年度

目標値
（R5年度）

仮設市場賃貸借の実施

目　標

実　績 実施 実施 実施

商業支援業務等の完了

目　標

実　績 完了 完了 完了

【R5成果目標】
年間来訪者数目標

目　標

実　績

進
捗
状
況
説
明

・仮設市場の賃貸借業務については、現年度内に令和３年度分を実施した。
・新市場の供用開始時期の遅延に伴い繰越した商業支援については、市場事業者に対する新市場への円滑な移転のための説明会や相
談支援及び移転に向けた広報業務を実施した。



取
組
の
検
証

推進上の留意点（推進上の問題、外部環境の変化） 改善余地の検証（効率の更なる向上の視点）

（仮設市場賃貸借業務の実施）
・新市場の供用開始に伴い賃貸借業務は完了となるため、課題なし。

（商業支援業務等の実施）
・新市場への移転が円滑に完了したため、課題なし。

・市場公式ホームページやデジタルサイネージにて、市場を含めた中
心市街地の情報発信を強化することで、市場を含めた中心市街地の
賑わいの維持及び観光客の誘客を図る。

今後の取り組み方針

・令和５年度は、市場再整備に伴い撤去されたアーケードの再整備を支援することで、市場を含めた中心市街地の賑わいの維持及び観光客の誘客を
図る。

資金の流れ
（資金の受け取り先が何を行っているかについて補足する）（単位：千円）

総事業
費
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外経費交付金

充当額
市町村
負担金

155,788 149,758 119,806 29,952 6,030
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評価 点　検　項　目 評価に関する説明

○ 支出先の選定方法は妥当か。

〇事業者は、一般競争入札および地方自治法に基づく随意
契約で選定しており、妥当であったと考えている。
〇不用額は事業費の5％以内であり適正な規模であった。
〇費目、使途については精算段階で検査を実施しており、目
的に即し、必要なものであったと判断した。

○ 予算規模は事業内容に見合った適正な規模となっているか。

- 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

使用料・賃借料
142,989千円

株式会社オリエンタル
コンサルタンツ沖縄支社

4,976千円

三善建設株式会社
142,989千円

仮設市場の賃貸借
※公租公課（3,594千円）

及びR4年3月分賃貸借料
（2,436千円）は交付対象外

委託料
6,769千円

株式会社宣伝那覇支店
1,793千円

商業支援業務
（円滑な移転のための説明会や
相談支援）

那覇市
149,758千円

商業支援業務
（移転に向けた広報業務）


